　動物科学特論II
第331回Zoological Conference

日時：　6月17日（水）16:30-17:30　

演者：　武藤　悦子　博士

（理化学研究所・脳科学総合研究センター）
演題：
分子モーターの運動の基盤となる微小管の性質

ー「つかず離れず」の分子間相互作用 ー
ダイニン、キネシン等の生物分子モーターは、熱ゆらぎを利用して効率よく働くという、人工機械には見られない性質を持っているが、その仕組みは未だ解明されていない。一方、我々の最近の研究からは、今まで単なるレールと思われていた微小管も、モーターの運動に伴い、ダイナミックに状態変化している可能性がある。微小管は、モーター分子のゆらぎにどのような影響を与えているのか？　変異微小管を用いた最近の解析結果を紹介する。
場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物科学大講座 
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